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１月より、ミニコミ紙の発行を休止いたしますm(__)m

写真左：左より稲本・蒲島知事・三好、写真右：帽子の紐付けと石像の飾り付け

地域づくり夢チャレンジ大賞を受賞♪
～ぎろっちょ縁道プロジェクト実行委員会～

１２月１５日、県庁にて地域づくり夢チャレンジ大賞の表彰式があり、ぎろっ

ちょ縁道プロジェクト実行委員会ほか４団体が受賞。事務局長の三好逞心と

ともに、出席した。【実行委員長：稲本美聖】

県では、その地域ならではの資源

や特性を生かしながら、自主的な地

域づくりに取り組む地域団体や市町

村を後押しするため、平成２３年度か

ら「地域づくりチャレンジ推進事業」を

実施している。

昨年度、私たちは同事業で200万円

の補助をいただき、今回の受賞に深

い喜びを感じている。ギロッチョ縁道

プロジェクトを進める上で、私たち中

高生には多くの壁があった。お金も知

恵も足りない中でここまで来ることが出

来たのは、たくさんの方の協力があっ

たからこそだと思う。

私たち「まちの課題解決・探究コー

ス３ 期生 」は2018年に始動し、プロ

ジェクトは2021年にスタートした。氷川

町で生まれ育った私は、たくさんのこ

◆縁道プロジェクトのあゆみ
【２０２１年度】

・縁道プロジェクトの検討

・プロジェクト実行委員への協議

【２０２２年度】

・4月：実行委員会発足

・10月：ぎろっちょ石像除幕式、石像設置

・２月：ぎろっちょ雛飾り付け

【２０２３年度】

・４月：ぎろのぼり飾り付け

・７月：レインコート飾り付け

・10月：ハロウィン飾り付け

・11月：クリスマス飾り付け

★継続することが大切

私たちが行ってきた縁道プロジェクト

が、このようなありがたい賞をいただき、

今までやってきた活動すべてが実っ

た感じがして本当に嬉しい。

企画段階から、単発で終わらせない

ことを意識していた。これからも活動を

長く続けていくことが大切なので、さら

により良い活動にしていけるよう努力

していこうと思う。

【事務局長：三好逞心】

2023熊日で振り返る！氷川流域
記事の面積・文字数で話題をランキング1

今年もいよいよ残すところ１０日あまりとなりましたが 、みなさまにとってどん

な１年だったでしょうか？ミニコミ紙では、今年も熊日に掲載された記事を面積

（㎠）や文字数でランキングし、2023年を１．５ページで振り返ります。

なお、ランキングは１２月１０日まで掲載されたもので、一般紙面の記事として

おりますので、ご了承ください。

【第１位】 肥後ちゃぼ保存会、発足

５５年（中）：久連子鶏

番外編を含む４回シリーズで掲載さ

れ、（中）が最も文字数が多かった。肥

後５鶏の一つで県天然記念物の久連

子鶏の品評会が１７年ぶりに４月３０日

に開催され、熊農高生が飼育した鶏

が出された。

【第２位】 氷川発＝ペルーで起業、故

平岡カルロス千代照さん

氷川町からペルーへ移住し、現地で成

功した実業家の平岡カルロス千代照氏の

息子さんが来熊。3月、平岡さんの名前を

冠した学童保育所が完成し、町は今年の

ペルー県人移住120年の節目に、平岡さ

んに名誉町民の称号を授与する方針。

とを氷川町で学んだ。氷川町の良さを

もっといろんな人に知って欲しい！氷

川町をもっと素敵なまちにしたい！と

いう思いを胸に活動してきたことが、

多くの人に知ってもらえるようになった

と思う。

一般的に見たら、知識も経験も足り

ない中高生かもしれない。しかし、自

分たちだからこそ見える視点、行動に

移せることもたくさんあった。これから

の未来を作る私たちが自ら動くこと、

未来を作っていく輪が広がるといいな

と思っている。

これまで支えていただき、そして応

援していただいたみなさま、ありがとう

ございます。より一層、氷川町を知っ

てもらえるように、そして素敵な町に

なるように頑張っていきますので、こ

れからも応援よろしくお願いします。



　

　

　　　　　　　

【第20位】 紅葉「平家の里」包む

平家の落人伝説や昔の暮らしを伝える樅木［もみき］

地区の観光施設「五家荘平家の里」は6日、モミジが赤

や黄色に色づき、訪れた人たちが写真に収めていた。

梅の木轟公園では、高さ55メートル、長さ116メートルの

つり橋近くから紅葉をのぞく姿もあった。

【第３位】 多様な社会、記者の視点に：消防団と「二足のわらじ」

新聞週間特集で、熊日に入社した駆け出し記者の奮闘記を含め、個性豊かな記者たちの思いが

紹介された。久保田記者は09年4月、長男誕生を機に熊本市から妻の実家がある氷川町に移り住ん

だ。共働きで転勤もあるため、子育てを考え「近居」を選んだ。移住と同時に消防団に入団。現在、15

年目で、世代交代が進まない課題もある。記者と消防団の二足のわらじはしばらく続きそうだ。

【第４位】 八代発＝鏡地区防犯パト

ロール隊

「鏡地区防犯パトロール隊」は、13年以

上にわたって八代市鏡町のJR有佐駅周

辺で、防犯活動を続けている。活動の参

考としているのは米ニューヨーク市が治

安回復に使った「割れ窓理論」。自転車を

並べたり、周辺を清掃したりする活動が、

刑法犯の大幅減少につながっている。

【第12位】 交流拠点へ古民家改築

氷川町今の国道3号近くにある築116年の古民家が、地域の催し

物などに活用できる交流拠点として生まれ変わった。将来は合宿

もできる民泊施設としての活用も目指している。6月には近くの住

民を招いた映画上映会を開催した。

【第５位】 「秋山幸二杯」中学生熱戦

プロ野球ソフトバンク元監督の秋山幸二さ

んの名を冠した中学生軟式野球大会が、同町

と八代市の4会場であり、16チームが熱戦を繰

り広げた。新型コロナウイルスの影響で4年ぶ

りの開催。

開会式後、会場の一つで少年時代に走り

回っていた桜ケ丘グラウンド（氷川町）を訪れ、

後輩たちのプレーを見守った。中学時代の同

級生も駆けつけて昔話に花を咲かせた。

【第７位】 八代農高、校内育ち「銀」のマーマレード

八代農業高食品科学科の生徒が作った甘夏のマーマレードが、国

際的な品評会のアマチュア部門で銀賞に選ばれた。

校内で育てている無農薬の甘夏を使い、試食した生徒のアンケー

ト結果を踏まえて、皮の厚みや砂糖の量などの調整を重ねた。

【第17位】 ギネス超え、バン

ペイユ５５５０グラム

八代地域特産のかんきつ類の

出来栄えを競う八代地方果実品

評会が14日、八代市西片町の県

県南広域本部であり、バンペイ

ユの大きさを競うジャンボ部門

で同市東陽町南の前田一喜さん

（72）がギネス世界記録を上回る

5550グラムで金賞を獲得した。

【第13位】 三つの「竜」駆け抜けろ

「竜」を冠した八竜山、竜峰山、竜ケ峰の三

山を走る「やっちろドラゴントレイル」が11日、八

代市と氷川町で開かれ、県内外から約180人

が挑んだ。トレイルラン愛好家でつくる「チー

ムドラゴン」の主催。

【第10位】 学校と地域、１１月はタッグ

氷川町は、学校運営で地域と学校が連携するコ

ミュニティ・スクール（CS＝学校運営協議会制度）を推

進している。11月第1土曜を「CSの日」と定め、町内の

全5小中学校で、中学生から小学生への特別授業や

地域防災を考える学習などに取り組んでいる。


